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 内臓脂肪の蓄積はインスリン抵抗性を惹起し、高血圧、高血糖、脂質異常症の合併を引き起こす。このよう
なリスク累積状態をメタボリックシンドローム（Metabolic Syndrome; MS）と呼ぶ。MS は、男性では 40
歳以降、女性では 50 歳以降に急増し、働き盛りの勤労者の健康に大きな影響を与える。また、MS の放置は
休職率や医療費負担の増加につながり、企業としても看過できない問題である。MS の対策には、食事や運動・
身体活動に関する行動目標を立案し、その実行を促す対面型カウンセリングによる生活指導（Regular 






ト型運動指導（Workplace-supported Exercise Guidance: WsEG）を考案した。WsEG は、組織に働きかけ
て職域に運動する場を設け、運動継続に繋がる心理社会的アプローチを用いながら、理学療法士が運動指導を
行う運動プログラムである。また、本研究は、理学療法士が職域で実施した初めての多施設共同研究でもある。
本研究の目的は、MS の勤労者に対して通常行われる RLG に加えて WsEG の実施が MS 構成因子（腹囲、血
圧、脂質代謝指標、糖代謝指標）、体組成、交感神経活性、炎症マーカー、身体活動、運動セルフエフィカシ
ー（self-efficacy; SE）に及ぼす効果を検証することである。 
 対象は、全国 4 カ所の労災病院に勤務する MS の勤労者 28 名（平均年齢 49.7±10.5 歳、男性 12 名、女性
16 名）である。すべての被験者は、過去にも生活指導を受けたが MS から脱却できなかった経験を有してい
た。研究デザインは、12 ヶ月間にわたる無作為化クロスオーバー試験であり、RLG＋WsEG と RLG のみを
それぞれ 6 ヶ月ずつ交差させて実施した。RLG では、理学療法士と保健師（もしくは管理栄養士）が、2 ヶ
月毎に対面型カウンセリングによる生活指導を行った。WsEG では、職域に運動の場を設けて理学療法士の





率、血圧が有意に低下し、HDL コレステロールや身体活動、運動 SE が増加した。また、交感神経活性や炎
症マーカーも改善し、血管内皮機能異常の進展を抑制する可能性を示した。一方で、RLG のみの介入では有
意な改善を示した項目はなく、過去の報告と異なる結果であった。これはすべての被験者が、過去にも生活指
導を受けたものの MS から脱却できなかった経験を持つ被験者特性に起因する可能性がある。本研究の RLG
＋WsEG の結果と、一次予防で先行して関わる職種の報告を比較すると、体組成、血圧、脂質代謝指標にお
いて同等、もしくはそれ以上の改善が得られた。これらは、理学療法士が産業衛生分野の一次予防に貢献しう
る可能性を示している。一連の結果から、MS の勤労者に対する WsEG は、MS 構成因子の改善や健康増進が
期待でき、職域で取り入れやすい有益かつ実用的な介入法であることが示唆される。職業要因や心理要因によ
り、運動の実践に結びつかない MS への対策が望まれるなかで、この WsEG は MS の勤労者への健康の確保
に寄与できる可能性がある。 
